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3.1ガスト影響係数の評価 L記の仮定に基づき、まず

ガスト影響係数を評価する式を以下のように提案した。

G√
(θ)=1+gノ (%″ /)

々=り
(″
,%v(″ ,ξ),喘

`aF)

(5)

(6)

(7)

ここで、こ/は
ピークファクター、ファは平均風荷重、%″

は風荷重の標準偏差、ィ′はレベルクロッシング数、

名鉤、らr3/は 風荷重の共振成分と非共振成分である。

(6)と (7)式からは、本研究で提案したガスト影響係数の

評価式は風車の固有振動数と構造減衰に依存している

ことが分かる。

図2転 l141モーメントのリサージュと風荷重の組合せ

3.2組合せ風荷重の評価式 まずブレードについて考

える。ブレードは異方性を持っているため、どの方向に

変動風が作用されて1)、 図 2(a)に 示すようにフラップ方

向の振動が支配的である。従つて、最大風荷重は風方

向と風直角方向の最大値の平方根で次式により表すこ

とができる。

ここでヽγD,νたは風方向、風直角方向のブレー ド転

倒モーメントの最大値を表す。

次に風車のタワーについて考える。風車のタワーは

異方性がないため、図 2(b)に 示すように達成振動が発

生する。従って、最大風荷重は風方向と風直角方向の

風荷重の最大値,平均値と標準偏差の組合せから次式

により評価することができる。

ル(Dι =lllax〔

ここで、νD,νιは風方向、風直角方向のタワー転倒モー

メントの最大値、νら、

`戸
ま転倒モーメントの平均値 ,

ら ,の は転倒モーメントの標準偏差である。

4.風応答解析結果との比較

本提案式の有効性を調べるために、4:00kWのストー

ル制御風車を対象に風応答解析を行い、その結果と比

較した。解析は本論文その1に示した解析モデルと解

析コードを使用した。計算条件としては、風速は一様、

乱れ強さはム′=0125、 み=′w=08tとした。またブレー

ドの捻れを無視した。

図3と 図4にはそれぞれブレードと風車タワーの提案

式による予演1値、風応答の解析結果及び建築基準法

による予測結果を示す。本提案式による結果は風応答

解析の結果とよく一致し、一方、建築基準法による予測

結果は風向によって風荷重を過小評価していることが

分かる。

600

――― 風応答解析
。 本提案式

。 建築基準法

-180

Wind direction θ(de9)

図3ブレードの転倒モーメントの風向による変化

VVind direction θ(de9)

図4タワーの転倒モーメントの風向による変化

5.ま とめ

本論文では舌Lれ強さを考慮した平均風荷重の評価

式やブレードとタワーとの振動特性を考慮したガスト影

響係数の評価式を提案し、風向を考慮した風荷重の評

価を可能にしたと共に、風応答解析結果との比較により

提案式の有効性と予浜」精度を検証した。
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